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C O V E R

C O N T E N T S

グラフィックデザイナー

※敬称略

Miho Kubo久保 美穂

表紙コンセプト／過去・現在・未来という目には
見えない時間を形にした砂時計。
過去に囚われず、未来を恐れず、今この瞬間を
大切に、という気持ちで創作活動に取り組んで
いきたいと思います。

射水市在住。
上野博之デザイン室を経て育児に専念した後、アパレルグループの
デザイナー、個人のグラフィックデザイナーとして活動。
TOYAMA ADC 2022 ADC賞受賞。
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Toyama Design TOPICS50
富山のデザインに関するトピックス50

価値観が多様化する社会の中で、地域や企業、商品の魅力を伝える手段としてデザインは重要な役割を果たしています。デザイン

をうまく活用することで、富山県を盛り上げた魅力的な商品やイベント、プロジェクトなど、この1年間で話題となった50の取り

組みを、近年さまざまな分野で重要なキーワードとなっている「SUSTAINABLE」、新商品「PRODUCT」、各種賞を受賞した

「AWARD」、催事などの「EVENT」、新たに開設された店舗や施設の「OPEN」の5つのジャンルで紹介します。

特集

富山のデザインに関するトピックス50

とやまのお土産新ブランド「美のこわけ」創出事業

美のこわけ

クリエイティブデザインハブ 未来研究会

素材の魅力を再発見するMOLp○の活動
ゲスト：松永 有理

デザインセミナー

創造的思考力を育む高度デザイン教育
ゲスト：長澤 忠徳

デザイン講習会

土地の歴史をつなぐ空間
ゲスト：佐野 文彦

富山プロダクツ選定事業

優れた富山ブランドとして今年度11点を選定

ナイトフォーラム

ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館における
現代工芸作品収集の歩み ー 日本美術コレクションを中心に ー
ゲスト：山田 雅美

デザイン・ワークショップ

はじめて、スキルアップ！ デザイン・ワークショップ

2022（令和4）年度 事業報告

R

特集S P E C I A L  E D I T I O N

SUSTAINABLE

SUSTAINABLE

家具販売の米三
ものの循環をテーマに新業態店をオープン

■トトン

家具販売の（株）米三（富山市）が、「ものの循環」をテーマとした新業態店

「トトン」を開業しました。店内は、廃棄処分されるはずだった中古家具をク

リーニングし、アップサイクルして蘇った家具の展示販売、工具と作業場を

提供するDIYコーナー、カフェやフォトスタジオなど6つのフロアで構成さ

れています。「サーキュラーファクトリー」として、資源循環を取り入れたサ

ステナブルな暮らしを提案していきます。

回収したタンスを
アクリルと組み合わせてアップサイクル

■家’s

家具販売の（株）家’s（高岡市）は、古民家や空き家から回収したタンス

をアップサイクルした新ブランド「P／OP」を発表。背板を取り外し蛍

光色のアクリル板を取り付け、現代的なデザインの新製品に仕上げま

した。サンフランシスコの「クラフトバレーフェア」で初披露したところ

好評を博し、東京でもイベントを開催するなどPRと拡販に力を注いで

います。
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古着を原料にした機能的なファッションブランド
「ROLE YOURS」始動

■ROLE/

デザイン事務所（株）ROLE（高岡市）は、アパレルメーカー ALL YOURS（東京）との

コラボで、“新しい古着”をコンセプトとするファッションブランド「ROLE YOURS」

を設立しました。同ブランドは、JR東日本のグループ会社が都内3駅で回収した古

着のTシャツに抗菌・防臭加工などを施し再生利用したもの。環境意識の高い大手

飲食チェーンのユニホームなどに採用され好評を博しています。

富山大学と三協立山
アルミ再生へ共同研究スタート

■三協立山×富山大学

三協立山（株）と富山大学は、アルミリサイクル及び押出加工の革新研究を行うための共同研究講座を設置。リサイ

クルの妨げとなる不純物を取り出す技術や、アルミ合金の高強度化への研究を進めます。研究講座は、富山大学高

岡キャンパスに新設移転される先進アルミニウム国際研究センターに設置。産学連携で研究に取り組み、資源の有

効活用やカーボンニュートラルへの寄与を目指します。

子供服のリセール事業をスタート
ファッションロス・ゼロを目指す

■ゴールドウイン

（株）ゴールドウイン（小矢部市）は、子供が成長して着られなくなった古着を回収し、リペアやアップサ

イクルして再販売するサービス「GREEN BATON」を開始しました。一部直営店に同社ブランド「THE 

NORTH FACE」「HELLY HANSEN」「Goldwin」のキッズ・ジュニア製品を持ち込むと、アイテムに応

じて買い物に使えるクーポン券を発行。回収した服はクリーニングされ、必要に応じてリペアしたり、

さらにワッペンやあて布を使うなどしてアップサイクルし、1点ものとして新たな価値を付加して再販

売。バトンをつなぐように、長く大切に使っていただくことでファッションロスの削減を目指します。

三井化学のアップサイクル
その様々な試みを学ぶ

■県総合デザインセンター

県総合デザインセンターのデザイン交流創造拠点クリエイティブ・デザイ

ン・ハブでは、異業種連携による新たなプロジェクト創出を目指した「未来

研究会」を開催しています。2022年度の研究テーマは「アップサイクル」。

三井化学グループの松永有理氏を迎え、産業資材のアップサイクル事例

や、「海水から生まれた樹脂NAGORI™」など、同社の素材をめぐる様々な

活動を学びました。

ゴールドウインが
植物由来素材を使った製品を発表

■ゴールドウイン

（株）ゴールドウイン（小矢部市）が環境に配慮して展開するコレクショ

ン「Goldwin 0」から、バイオ素材開発のスパイバー（株）が手掛ける植

物由来のたんぱく質素材を使用した製品が発表されました。植物由来

の糖類を原料に、微生物の発酵プロセスによって作られる構造たんぱ

く質「ブリュード・プロテイン繊維」を使用したデニムやフリース、アウ

トドアジャケットなどを製品化。化石資源や動物由来の素材に依存せ

ず、差し迫る環境課題やリスクに対する解決策の一つとして大きな期

待が寄せられています。

国の伝統工芸品「庄川挽物木地」に出会い
木地師の道へ歩み始めた
グラフィックデザイナー

■庄川挽物木地

魚津市出身で砺波市在住のグラフィックデザイナー・高島悠子さんが、国の伝統

工芸品である、庄川挽物木地の魅力に出会い、木地師をめざして一年前から修業

に励んでいます。高島さんは、米ニューヨークのパーソンズ美術大学を卒業。デザ

イナーとして活動しながら、木地師としての道を歩んでいます。今春より、更に技

術を磨こうと、日本で唯一、轆轤（ろくろ）技術と漆技術を総合的に学べる石川県

挽物轆轤技術研修所に入学。

SUSTAINABLE
サステナブル

廃棄衣料品を用いた
サステナブルな掛け時計

■タカタレムノス

（株）タカタレムノス（高岡市）は、循環型繊維リサイクルボード「PANECOⓇ」を本体に使用した掛け

時計「PANECO CLOCK」の発売を開始しました。デザインは五十嵐久枝氏。PANECOⓇは、アパレ

ル企業などから回収した端材や廃棄衣料を硬質で加工しやすい板状に加工した素材で、リユース・

リサイクルも可能。CLOCKのデザインは4種類。色や模様が微妙に違い、同じものが2つとないこ

とも魅力。価格11,000円。

端材を有効活用した
持続可能な靴下づくり

■助野

SDGsの推進につながる商品開発に力を入れている靴下・レッ

グウエア製造販売の助野（株）（高岡市）は、端材を使った商品

「ノコリ糸クツシタ」を商品化。小矢部市の三井アウトレット

パーク北陸小矢部に期間限定ショップを出店し、数量限定で販

売しました。材料としたのは、本社の助野LAB（工場）の製造工

程で残った糸。23～25センチ、25～27センチの2サイズ。

陶器に見える割れないアルミ食器
「うつわむすび」を発売

■砺波商店

陶器に見え、割れずに半永久的に利用できるアルミ製食器「うつわむすび」を、（株）砺波商店（高岡市）が発売しま

した。創業以来70年余にわたって培ってきた鋳造技術、着色技術を駆使し、陶器と遜色ない仕上がりを実現。長

年の使用で剥がれた塗装を自分好みに塗りなおすリペアサービスも提供。プレートやカップ、土鍋などをライン

ナップしています。

岸田木材の樹皮インクと
木製品販売ショップが
ウッドデザイン賞を受賞

■岸田木材

岸田木材（株）（氷見市）の商品とショップが、林野庁が

主催する「ウッドデザイン賞」を受賞しました。同賞は

木の良さや価値を再発見できる優れた製品や取り組

みを顕彰するもの。ライフスタイルデザイン部門の奨

励賞に選ばれたのは、「ひみ里山杉」の廃棄していた樹

皮を原料にした染料インクとペンのセット。空き店舗

で端材販売や工房を営む同社のショップ「Himi Brico 

Labo」もウッドデザイン賞を受賞しました。

廃木材をリサイクルした高機能木炭雑貨で
ウッドデザイン賞を受賞

■アイオーティカーボン

アイオーティカーボン（株）（富山市）は、県内の未利用木材を原料に高機能木炭を製造し、エコデザイン雑貨「炭草花シリーズ」でシューキーパーなどの生活雑

貨を展開。高機能木炭は一般的な備長炭の約10倍の比表面積を持ち、脱臭・調湿に優れた空気環境改善商品です。使用後の木炭を土に混ぜて、土壌改良材と

して再利用可能。アート×エコを繋ぐ商品開発にチャレンジします。

クスノキから抽出した
アロマとディフューザーを製品化

■コラレアルチザンジャパン

南砺市に拠点を置くクリエイティブ

集団（株）コラレアルチザンジャパン

が、井波の木彫りの材料「クスノキ」

のこっぱ（削りかす）から抽出したオ

イルを使ったルームアロマを製品

化。「旅と香り」をテーマにしたブラ

ンド「CANO」として販売を始めまし

た。オイルの小瓶を中に入れて携帯

できるディフューザーにもなる木製

のケースをセット。香りとともに旅し

暮らす、そんなライフスタイルを提

案します。
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AWARD

宮田裕美詠さんが
10回目のグランプリを受賞

■TOYAMA ADC 2022

県内のグラフィックデザイナーらでつくる富山アートディ

レクターズクラブが主催する「TOYAMA ADC 2022」で、

グランプリに宮田裕美詠さん（富山市）の作品が選ばれま

した。宮田さんのグランプリ受賞は10回目となります。受

賞作は魚津市小川地区の獅子舞を、広瀬徹也さんの文章と

室澤敏晴さんの写真とともに記録したもの。入選作124点

は富山市民プラザで開かれた「富山デザインフェア」で展

示されました。

「ご当地フォント」に
富山版のフォントとパターンが登場

■シブヤフォント

「ご当地フォント」は、障がいのある人・デザイナー・障害者支援事業所による共創アートワーク（フォント・

パターン）を世界中に届ける、（一社）シブヤフォント（東京）が展開するソーシャルプロジェクト。その富山版

が完成しました。多機能型事業所「花椿かがやき（南砺市）」の利用者が描いた文字やパターンを、デザイン

会社アイアンオー（株）（富山市）の山口久美子さんが仕上げリリース。ホームページで公開されました。

サクラパックス
北日本新聞広告賞グランプリを受賞

■サクラパックス

第45回北日本新聞広告賞の審査会が行われ、グランプリにサクラパックス（株）（富山市）

の「知ることは、守ること。」が選ばれました。同社のグランプリ受賞は初めて。避難所など

で用いられる段ボール製品を提供していることから、地震などの災害や防災に関する各種

データを紹介し、防災意識の向上を狙ったもの。北日本新聞本紙などに掲載された39点

の応募の中から選ばれました。

犬、猫、人がいっしょに使えるハンドクリーム
前田薬品工業から発売

■punite

前田薬品工業（株）（富山市）が、初の動物向けブラン

ドpuniteからハンドクリームを発売。散歩の後やカ

サつきが気になるときなどに、肉球や肌に塗って使

います。軽いつけ心地で素早く乾き、フローリングが

ベタつく心配はありません。保湿成分は植物由来の

材料のみ。香料・着色料・パラペンフリーなので、舐め

ても大丈夫。売り上げの一部は、富山県の犬猫保護

団体、NPO法人「しっぽのこころ」に寄付されます。

「高岡クラフト市場街」が
ふるさとイベント大賞とグッドデザイン賞を受賞

■高岡クラフト市場街実行委員会

2012年から続くクラフトの祭典「高岡クラフト市場街」が、（一社）地域活性化センターが主催する「第27回ふるさとイ

ベント大賞」の大賞（内閣総理大臣賞）と、日本デザイン振興会が運営する「2022年度グッドデザイン賞」の両賞を受賞

しました。高岡クラフト市場街は、高岡市の中心市街地で毎年秋に実施しているクラフトの統合イベントとして、これま

でに延べ23万人以上の関係人口を創出してきました。

高岡クラフト市場街記念誌 https://book.ichibamachi.jp

アワード

アイザック＋シンクオブシングス
収納BOXで
グッドデザイン賞を受賞

■アイザック×コクヨ

収納ボックス 「CARTON（カートン）2.0」 は、水も容れられるほど、 

ハイスペックにアップデートされたダンボール箱。水産品や冷蔵品 

を運ぶために開発された（株）アイザック（魚津市）の機能性ダン

ボールを用いて、日常生活の中で使いやすいサイズのアーカイブ

ボックスとしてコクヨ（株）が運営するシンクオブシングス（東京）が

製品化しました。ダンボールにも関わらず湿度から守り、保冷も可

能。従来の用途を超えて、暮らしのさまざまなシーンで役立ちます。

不二サッシ＋ビニフレーム工業
LED照明内蔵笠木で
グッドデザイン賞を受賞

■ビニフレーム工業

建築物のライトアップは、都市景観の重要なファクター。しかし一方で、手法や適

度な明るさから逸脱すると、エネルギーの無駄だけでなく、人間の生体リズムや

野生動物の生態系に悪影響を及ぼします。この製品は光害にならぬよう漏れ光を

抑えることで環境に配慮しながら、しっかりと壁面を照らします。笠木と照明の一

体化や建築現場の省力化、施工精度の向上、建築物の美観に貢献する製品として

評価され、グッドデザイン賞の受賞に結び付きました。

スギノマシン
金属加工のバリ取りツールで
グッドデザイン賞を受賞

■スギノマシン

バリ取り自動化機器「BARRIQUAN」は、手作業で行わ

れている金属加工でできる突起（バリ）の除去を自動

化するための先端工具。マシニングセンターやロボッ

トに取り付けて使います。バリの取り残しや削り過ぎ

を防ぐ独自のフローティング構造に加え、ワンタッチ

交換方式などの高い機能性と使いやすさを、上質なカ

ラーリングと精緻な形状で美しく仕上げたデザイン性

が評価されました。

BBSジャパン
F1／NASCARにホイールを独占供給

■BBSジャパン

自動車ホイールの世界的メーカーBBSジャパン（株）（高岡市）は、自

動車レースの最高峰F1と、米国最大の自動車レースNASCAR（ナス

カー）にホイールを独占供給することになりました。両レースの規定

変更による統一ホイール導入に伴い、F1では4年間、ナスカーでは3年

間の期間、直径18インチのホイールを提供します。1990年代からF1

ホイールを提供してきた実績や高い技術力が評価され、今回の供給

につながりました。

ヘチマを使ったインテリアブランド
「LUFU」発表

■へちま産業

ヘチマを栽培しローションや石けんなどに製品化し販売してきた（有）へちま産業（射水市）が、ヘチマを使っ

たインテリアブランド「LUFU」をローンチ。デザイナー進藤篤氏（東京）と連携し、第一弾として2種類のオブ

ジェを発表しました。風を受けて動く置き型の「YULA」とつり型の「HALA」は、アロマを吹きかけると香りを

楽しめ、水を使えば気化熱で涼風効果も発揮。レストランなどの施設や個人での利用を想定しています。

佐野政製作所
デザイナー・小泉創氏とコラボ
新しい形の風鈴「SEVEN」を共同制作

■佐野政製作所

高岡銅器を製造する（有）佐野政製作所（高岡市）が、東京のデザイナー・小泉創氏とまったく新しい形の風鈴

を共同制作しました。両社が出会うきっかけとなったのは、高岡伝統産業青年会が公募したデザインマッチ

ング。高岡銅器の伝統技術と斬新なデザインによるものづくりが実現しました。風鈴は透明な糸の張力と重

力でバランスをとるテンセグリティ構造を採用。今後さらに改良を加え、商品化を目指します。

銘板の富山プレート、インテリア雑貨などの新ブランド
「プレートピクニック」をスタート

■富山プレート

機械の銘板など、金属・樹脂板加工の（株）富山プレート（上市町）が、レーザーカット技術を活かしたイ

ンテリア雑貨／アクセサリーなどの製造販売するプロジェクト「プレートピクニック」をスタートしま

した。第一弾として、県内外のデザイナーらとともに置き鏡、ネックレス、オブジェの3点をリリース。 

（株）シュウヘンカ（東京）のデザインディレクター萩原修氏が企画統轄しました。

PRODUCT
プロダクト

0706

Toyama Design TOPICS50



33

37

38

36

34

35

27

30

28

32

31

29

とやまデザイン・トライアル成果発表会を
城端別院善徳寺で開催

■県総合デザインセンター

県総合デザインセンターが2016年度から行う産学官連携事業として、今年度取り組んだ富山大

学芸術文化学部と（株）今井機業場（南砺市）との連携授業のほか、「とやまデザイン・トライアルイ

ンターンシップ」に参加した企業や学生が、今年度の取り組みの成果を発表し共有する成果発表

会を行いました。会場の城端別院善徳寺（南砺市）は、柳宗悦が滞在し、民藝思想の集大成『美の法

門』を書きあげた場所。参加者は成果発表会終了後、寺院内の見学も行いました。

プロダクトデザイナーから
３Dプリンタを活用したデザインを学ぶ

■高岡商業高校×A-PLUS

高岡商業高校は、3Dプリンタを活用したデザインを学ぶ授業をスタートさせました。デザ

イン事務所「A－PLUS」（高岡市）のプロダクトデザイナー・相川繁隆代表を講師に迎え、3

年生18名が全5回にわたって3DCGソフトウェアの操作方法や、デザイン制作について学

びました。相川氏はアルミやプラスチック素材を活用した製品デザインなどで、グッドデザ

イン賞など数々の受賞実績があります。

金森産業PlaBaseがGX（グリーントランスフォーメーション）を
テーマにオンラインセミナーを開催

■金森産業

化学品の専門商社・金森産業（株）（高岡市）が、「サステナブルな材料提案とプラスチック業界の将来展望」

をテーマにオンラインセミナーを開催しました。同社が運営するプラスチック材料のデータベース

「PlaBase」が開いたもので、県総合デザインセンターのバーチャルスタジオから配信。住友化学（株）や旭化

成（株）などが各社の取り組みを、美術家・長坂真護氏の廃棄物でアートを制作する活動も紹介されました。

富山大学（芸術文化学部）と今井機業場が
共同で新商品開発

■県総合デザインセンター

県内企業とデザイン系学生等をマッチング、インターンシップ型のワークショップを開催する「とやまデザイ

ン・トライアル」。富山大学芸術文化学部で学ぶ19名の学生が、ニット生地の開発・製造を行う（株）今井機業場

（南砺市）と連携。「LIFESTYLE PRODUCT」をテーマに、特殊機能性繊維の可能性を追究した新商品を共同

開発。実販売に向けての広報ワークまで実践的な取り組みを実施。三井アウトレットパーク北陸小矢部で最終

プレゼンが行われました。

富山県美術館開館5周年を記念して
企画展を開催

■富山県美術館

遠くの天体を観測できる望遠鏡（テレスコープ）、微生物や細胞を観察できる顕微鏡（マイクロスコープ）など、人間はレ

ンズを用いて認識できる世界を拡張してきました。では「デザイン」というレンズを通せば世界はどう見えるか？そんな

コンセプトで開催された企画展が「デザインスコープ ― のぞく ふしぎ きづく ふしぎ」です。国内外で活動するデザイ

ナー／アーティスト8組の作品を展示。多くの来場者で賑わいました。

若手工芸作家と
ホスト（企業・工房等）がコラボ
新しい作品を創造する
工芸コラボレーション1+1プロジェクト
■富山県

2020・2021年度に富山県が開催した国際公募展「国際

工芸アワードとやま」で高い評価を得た若手工芸作家た

ちが、企業や工房などのホストと協同で新しい作品づくり

を行うプロジェクトが、富山県の主催で開催されました。

陶芸、ガラス、漆芸、鋳金、など6人の作家が、ホストととも

にインスピレーションあふれる作品づくりに挑戦。作品

は、ヒルサイドフォーラム（東京）と富山県美術館で一堂

に展示されました。

富山県と墨田区「ものづくりのまち」が
共同イベントを開催

■SHOP&WORKSHOP すみずみ

ものづくりが盛んな街である東京都墨田区と富山県。両自治体とも、

職人の技による優れた手仕事、デザインの力を取り入れた現代のライフ

スタイルに合った商品づくりに力を注いできました。この魅力を伝える

共同イベントが、東京ミズマチの産業支援施設「SHOP&WORKSHOP 

すみずみ」で開催。富山からは鋳物や漆器、ガラス、和紙、アパレル等の製

品のほか、富山プロダクツに選定された最新商品も出展されました。

「富山の○○をつつむ」テーマの
パッケージデザインコンペやポスター展示など

■富山デザインフェア実行委員会

26回目となる「富山デザインフェア2022」が、富山市民プラザとデザインサロン富山の両会場で開催。県内外のクリエイターによるパッケージや広告、ポス

ターなどの作品展示や、学生対象の「富山の○○をつつむ」をテーマとするパッケージデザインコンペが行われました。同コンペでは猪瀬陽さん（筑波大）の

作品「海の幸をつつむ」が大賞を受賞。瀬尾涼音さん（北海道教育大）の作品が富山新聞社賞に選ばれました。

プライベートジェットで富山へ
富裕層向けの旅行プラン

■県西部観光社 水と匠

（一社）富山県西部観光社（高岡市）の収益事業を担う法人（株）水と匠（高岡市）は、東京、名古屋、静岡を出発地と

してプライベートジェットで富山を訪れる旅行プランを発売しました。2～6名のグループを対象に、国泰寺での座

禅、（株）能作でのぐい呑みづくり体験、若鶴酒造（株）の蒸留所見学、古民家を改修した楽土庵での宿泊をパッ

ケージしました。小型チャーター機を使う旅行会社（株）SKYTREK（東京）と連携。価格は一人35万1千円から。

県内企業8社が参加
各社の課題に学生たちが挑む

■県総合デザインセンター

県内企業とデザイン系学生等をマッチング、インターンシップ型のワークショップを開催する「とやまデザ

イン・トライアル」。全国から公募の結果17名が参加、富山県の8社とともに各社の課題に対し企画立案か

ら最終プレゼンまでを実施。 経験豊富な現役デザイナーの助言が受けられるメンター制度も導入しまし

た。参加企業は、（株）クリエイトダイス、（株）米三、三協立山（株）、三芝硝材（株）、田中精密工業（株）、（株）二

上、（株）宝来社、（有）松本魚問屋。

「共生」をキーワードに
JAGDA富山ポスターデザイン展2022 GREEN vol.27開催

■JAGDA富山

JAGDA（日本グラフィックデザイナー協会）富山が主催する「ポスターデザイン展2022 GREEN vol.27」

が、富山市ガラス美術館で開催されました。同ポスター展は、JAGDA富山が毎年開催しているもので、今回

は「共生」をキーワードに19人のデザイナーが出展。戦争と平和をテーマにした作品や、日常のささいな

「共存」を表現したポスターなど、約30点が展示されました。

EVENT
イベント

初のショールーミング店舗
「AMETOHARE」を
新宿マルイ本館にオープン

■カジメイク

レインウェア・ワーキングウェアの企画製造販

売を行う（株）カジメイク（高岡市）が、初のリア

ル店舗AMETOHAREを「新宿マルイ本館」7階

にオープンしました。販売を行わないショー

ルーミング型店舗で、商品の特徴や機能を体験

できるコーナーやフィッティングスペースを設

置。スマホなどで商品近くに掲示されたQRコー

ドから、同社ECサイトにアクセスし購入するこ

とができます。
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古民家を再生した宿＋レストラン
楽土庵を開業

■県西部観光社 水と匠

地域振興に取り組む（一社）富山県西部観光社（高岡市）が、砺波市のアズマダチ古民家

を回収し、宿泊施設「楽土庵」を開業しました。コンセプトは「人を育む土地の力」を体験

できる宿。居室は3室、1日3組、最大6人が宿泊できます。壁や装飾に地元の土を使った

パネル、手すき和紙、城端絹などを使用しました。地元食材を使った料理を提供するイタ

リア料理レストランや工芸品を扱う店舗も併設。運営は（株）水と匠（高岡市）が行います。

一棟貸し切り型サウナホテル
ヘルジアンウッドに開業

■GEN風景

前田薬品工業（株）（富山市）の関連会社（株）GEN風景（富山市）が運営する美容と健康

の体験施設「ヘルジアンウッド」に、宿泊施設「The Hive」がオープンしました。同施設は

一棟貸し切り型のサウナホテルで、2～6人が宿泊でき、日帰り利用も可能。合宿や女子

会、ワーケーションなどでの利用を想定しています。Hive（ミツバチの巣）をモチーフとし

た六角形の半地下型の建物。立山連峰を眺めながらリフレッシュタイムを楽しめます。

「やわやわブルー」を合言葉に高岡市を楽しむ
新コンセプトのホテル

■SEKAI HOTEL Takaoka

大阪のクジラ（株）が開発・運営するSEKAI HOTEL（セカイホテル）の3号店と

なる「SEKAI HOTEL Takaoka」がオープンしました。同ホテルは各店に「合言

葉」を設定し、その地域の魅力に誘う演出をしています。高岡の合言葉は「や

わやわブルー」。雨晴海岸や立山連峰などに象徴される「青」をキーコンテンツ

とした観光体験を提案しています。文苑堂書店の本店跡地をリノベーション。

宿泊料は、大人2名1泊素泊14,000円～。

能作が台湾にオープンしたブランドコンセプトストア
年間最優秀デザイン賞を受賞

■能作

（株）能作（高岡市）が、台湾に出店した海外初のブランドコンセプトストアが2022金點設計奬（ゴールデン・ピン・デザインア

ワード）で年間最優秀デザイン賞を受賞しました。世界からエントリーされた約8,000点の中より選定された34点の一つに

選定されました。同ストアは台北市の富裕層が居住するエリアに立地する路面店。デザインは小泉誠氏（Koizumi Studio）。

エッセンシャルオイル開発の
HERBAL8
富山市内に店舗オープン

■HERBAL8

天然香料エッセンシャルオイルの調合と製品化、それらを

使った香りによる空間演出を事業とする（株）HERBAL8（富

山市）が、富山市内に店舗をオープン。オリジナルの調合オイ

ルや空間フレグランスの販売、展示会などを開催していき

ます。同社はこれまで「音楽」や「海」などをコンセプトとする

調合エッセンシャルオイルや、富山産のシソを原料にした

「シソフレグランスシリーズ」などユニークな製品を世に出

してきました。

北陸初進出のヒルトンがオープン
富山の自然をモチーフにした内装デザインを採用

■ダブルツリーbyヒルトン富山

ヒルトンが、「ダブルツリーbyヒルトン富山」をJR富山駅前に開業しました。ヒルトンにとって北陸地方への

進出は、同ホテルが初めて。全201室5タイプの客室、オールデイダイニング「korare WINE & DINE」と併

設のバー「korare BAR」、コーヒー＆デリ「GRAB’n’GO Coffee & Deli」のほか、フィットネスルームや大

浴場、最大90名まで収容可能な宴会場・会議室を完備。内装には富山湾や立山連峰など富山の自然から着

想を得たデザインを採用。国内外からのツーリストをもてなします。

芸術・文化を楽しむ市民に開かれた
次世代ホール「氷見市芸術文化館」

■氷見市

氷見市は、市制施行70周年を記念して、同市の旧市民病院跡地に芸術文化館を開設

しました。鉄筋コンクリート4階建て。音響性能に優れたホールは、1階席と2階席合

わせて800席。このうち1階の約500席が可動式で、ステージも1階席と平面にした

り中央に設けたりと、多様な催事に対応可能。屋外イベントに対応できる青空広場も

設けられ、各種展覧会や展示会、市民交流などでの活用が期待されています。

リッチェルが35年ぶりに
ロゴを刷新

■リッチェル

プラスチック製品メーカーの（株）リッチェル（富山市）が、更なる成長と、企業理念を実現するためにコーポレートロゴを刷新

しました。旧ロゴは、シルバー樹脂工業時代の1987年に「リッチ（高級）」「ウェル（高品質）」にちなんだブランドロゴとして作成

したもの。新しいロゴは、独自の緑色と丸みのある書体で、「瑞々しさ」と「やさしさ」を表現。今後のグローバル展開に向けたイ

メージ統一を図りました。2023年4月に新社屋「本社R&Dセンター」が完成予定。

ユニバーサルツーリズムのための
デザイン性の高い天然温泉の宿

■湯の里いけもり

氷見の里山にある天然温泉の宿「民宿いけもり」が別館「AMAZA」をオープンしまし

た。伝統的な日本家屋をリノベーション、作家のアート作品を配した広々とした空間の

4名定員2部屋を用意。車いすが必要な人も家族や友人とともに過ごせるバリアフリー

設計でありながら、デザイン性の高い非日常な空間を実現。北陸の宿泊施設で初の車

いすのまま入れる露天風呂、バレルサウナ、星空観測所などの施設を整備しました。

富山県初のグランピングリゾート
「WHARF&CO.」が氷見に開業

■G&W Outdoors

（株）G&W Outdoors（氷見市）が、同市内に富山県初となるグランピングリゾート「HIMI 

GLAMPING RESORT WHARF&CO.（ヒミグランピングリゾートワーフアンドコ）」を開業

しました。WHARF&CO.は、立山連峰を望む海沿いの敷地に海洋コンテナを用いた宿泊施

設6棟を配置、平屋ヴィラや2階建てヴィラなど4タイプを用意。氷見の魚介類や氷見牛など

を楽しめるバーベキューエリアやキッチンカーによるテイクアウトエリアも併設しています。

職住一体施設 SCOP TOYAMA（スコップトヤマ）
グランドオープン

■富山県創業支援センター及び創業・移住促進住宅

富山県が旧県職員住宅を改修して整備を進めていた「スコップトヤマ」がオープンしまし

た。同施設は、“富山で働く”ことを選んだ人が集い交流でき創業に踏み出すことを支援

する「創業支援センター」と、「創業・移住促進住宅」からなる職住一体施設。アパート／

シェアハウスのほか、コワーキングスペースやレンタルオフィス、レーザーカッター等を

備えた工房、チャレンジショップなどの機能で、移住と創業を支援します。

県産杉や和紙などの県産材
伝統工芸品を内装に採用
防災、危機管理の中核施設

■富山県防災危機管理センター

富山県は、災害などの非常時に迅速かつ的確に対応

するため、本県の防災、危機管理の中枢機能を有する

拠点施設を開設しました。県庁に隣接した地上10階

建ての建物には、常設の災害対策本部室を設置し、平

時には研修の場としても活用される防災関係機関が

活動する受援のためのスペースを備えています。1階

には県民が気軽に立ち寄れ利用できる交流・展示

ホールも設けられています。

OPEN
オープン

○YUCHEN CHAO PHOTOGRAPHYc

○SATOSHI ASAKAWAc

撮影：鳥村鋼一
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とやまのお土産新ブランド 「美のこわけ」 創出事業

発売までのプロセス

B I  N O  K O W A K E
B I  N O  K O W A K E

2009年からスタートした「越中富山お土産プロジェクト」。これまで「食」

をテーマとした「幸のこわけ」、「工芸」をテーマとした「技のこわけ」を商品

化し、好評を博してきました。そして第三弾として商品化に挑んでいるの

が「美と癒し」をテーマとする「美のこわけ」。

県内企業7社のアイテムをアソートしたセット2種類が商品化され、10月

15日から発売開始されました。また昨年度実施した

「モニターツアー」の成果をふまえ「旅行商品」の商品

化にも本格的に着手しました。

桐山 登士樹 

大森 　渚
梶川 貴子
廣田 尚子

●委員長

●委員

県総合デザインセンター 所長

富山県知事新田 八朗 

2022年2月22日

【 美のこわけ委員会 】

●名誉委員長

（株）オージュ・コンサルティング代表取締役

（株）ウェルネス・アリーナ代表取締役社長

ヒロタデザインスタジオ代表／デザインディレクター

清水 彩香
●ロゴ・パッケージデザイン

アートディレクター／グラフィックデザイナー

県総合デザインセンターで商品セット2種類の発表が行われまし

た。新田八朗富山県知事も参加し、商品開発やデザイン担当者の

トークショーも実施。発表会の様子はオンラインで配信されました。

①塩炭酸タブレット（2個）／五洲薬品（株）
②ブレンドティーバッグ R-002、R-005／（株）GEN FARM立山
③アロマスプレー Kuromoji／（株）プロジェクトデザイン

プレスプレビュー

うるおう
温活＆スキンケア

セット

販売価格：8,030円（税込）

ぬくもる
温活セット

販売価格：3,300円（税込）

ゆったり温まってリフレッシュ。
入浴用化粧品にハーブティーとアロマスプレーをアソートした“温活志向”のセット商品。

セット内容

①スパイシーバスソルト／五洲薬品（株）
②へちまローション／（有）へちま産業
③トウキ葉 美容オイル／（株）やぶうち商会

④シルクインナーマスク／（株）松井機業
⑤Taromaハンド＆ネイルクリーム ゆず／前田薬品工業（株）

水の恵みを身体に取りこむプロトコル。
入浴用化粧品に化粧水や、美容オイル、ハンドクリーム、インナーマスクをアソートした
“スキンケア志向”のセット商品。

セット内容

2022年9月23日～25日

東京ビッグサイトで開催された「GOOD LIFEフェア2022／健康

&ビューティーPLUS EXPO」に出展、お披露目を行いました。

「GOOD LIFEフェア2022」出展

2022年10月15日～

公式オンラインショップ（binokowake.base.shop）で、先行販売

が開始されました。12月からは、店舗でも販売を開始しました。

オンライン先行販売開始

商品セット

instaglam
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松永 有理 （まつなが・ゆうり）

三井化学(株) ESG推進室　カーボンニュートラル戦略グループ

2002年神戸大学経営学部卒業。同年、三井化学に入社。プラスチック原料の営業やマー

ケティング、広報、コーポレートコミュニケーション担当を経て2021年4月より現職。

2015年より組織横断的オープンラボラトリー「そざいの魅力ラボ（MOLp®）」を設立。

BtoB企業における新しいブランディング・PRのかたちを実践している。

●2018年グッドデザインベスト100　●2021年Japan Branding Awards受賞

グメントチェンジされたことで、市場は一

気に拡大しブームとなってポリエチレンの

需要拡大へと結びついたのである。

　歴史を振り返るとおおむね50年単位

で大きな原料転換が起きている。原料転

換は社会を大きく変えるきっかけにな

る。今日における原料転換はカーボン

ニュートラルに資するバイオマスの活用

　1958年にはポリエチレンの生産販売

を始めた。しかし世の中にプラスチックと

いう素材がない時代だったので全く売

れず、生産在庫が多く積みあがった。し

かしある出来事によって、それを非常に

短期間でさばくことができた。それは突如

として起きたフラフープの一大ブームに

よってである。これもまた通常のマーケティ

ングでは捉えることが難しい事例だ。フラ

フープは、もとはオーストラリアの「大人」

の健康器具で、木と鉄製の重いものだっ

た。それを軽量のプラスチック製にしたこ

とで子供でも安全に使える玩具となりセ

　三井化学は1912年の創業、石炭から

化学肥料を作り始めた。1932年には合

成の藍色染料インジゴの開発に成功。当

時、高品質のドイツのインディゴがあった

が、それ比べると当社製品の品質は低く

すぐに色落ちした。しかし大いに売れた。

日本には色落ちし淡い色になった藍染に

代表されるようにエージングを愛でる文

化があるからだ。これは何が売れるのか、

その理由は機能的な価値だけではないこ

とを示す一つの事例と言える。

であり、廃棄物の再資源化・リサイクル化

であろう。当社は日本で初めてバイオマス

ナフサからバイオマスプラスチックの製

造を開始。食品工場やレストランなどから

出てくる廃食用油や残渣油を原料とする

プラスチックで、石油由来のプラスチック

と全く同じ物性になるため、社会に意思さ

えあればプラスチックのバイオマス化を

これまで以上に、かつ容易に進めること

ができる。

　当社では様々な技術を駆使し「バイオマ

ス戦略」と「リサイクル戦略」という2つの

戦略でカーボンニュートラル、サーキュラー

エコノミーに向けた取り組みを始めてい

る。この戦略に対応して、BePLAYER®と

RePLAYER®という2つのソリューション・

ブランドを立ち上げた。BePLAYER®は、

バイオマス由来化学品やバイオマスプラ

スチックの社会浸透を目指すものだ。

RePLAYER®は、廃プラ等の廃棄物を資

源とし再 利用していく取り組みで、リ

デュース・リユース・リサイクルを強化し循

環型社会への移行を目指すものだ。これ

らによって「脱プラ」とは異なる「改プラ」

というコンセプトでサステナブルを超え

た「リジェネラティブ（再生的）」な社会の

実現を目指している。

　人類と石との付き合いは6万年以上と

言われている。金属とは7千年以上、ガラス

は4,500年。プラスチックはせいぜい115

年、人にはまだ慣れ親しまれていない素材

である。「ニーズを考えねばならない」と言

われるが、「人は形にしないとそもそも自

分は何が欲しいかも分からない」とス

ティーブ・ジョブズが言うように、新しいも

のはシーズから生まれ、それに呼応するよ

うにニーズが生まれてくる。しかも往々に

して、当初想定されていたものとは違うや

り方で使われる。素材と加工技術と人や社

会の想像（創造）力、この3つが揃ったとき

新しい何かが生まれる。MOLp®は我々素

材に携わる者がクリエイティビティのある

人たちと出会い、セレンディピティを起こ

していく一つの場でもある。

　2015年にスタートした「そざいの魅力

ラボMOLp®（モル）」は、三井化学グループ

の研究者が自主的に集い「部活的」に行っ

ているオープン・ラボラトリー活動であ

る。小文字のpにはPhilosophy（哲学）や

小さな可能性の種（Possibility）の意味が

込められている。

　MOLp®では素材から考えるアップサイ

クルに取り組んでいる。例えば熱硬化性

樹脂であるメガネレンズや、レジ袋（高密

度ポリエチレン）、産業用フレキシブルコ

ンテナのアップサイクルもその一つだ。フ

レコンバック再利用のトートバッグには、

ひとつひとつにブロックチェーンが発行さ

れ、持ち主が変わっていっても所有者の履

歴が残るといった工夫も施し、長く素材を

愛してもらう方法を模索している。

　他にも「NAGORI™」は海水から生まれ

たイノベーティブ・プラスチックだ。陶器の

ような重量感・質感・熱伝導性を持つプラ

スチック素材として開発された。抗菌性が

あることも分かり、食器やアクセサリーの

素材として活用が始まっている。

 

　また各種音響コントロール素材を組み

合わせ、ある年齢以上の男性が発する特有

の周波数を低減させるワークブース「/OF

（スラッシュオブ）」を企画開発するなど、

様々な素材の可能性を提案している。

 
https://jp.mitsuichemicals.com/jp/molp/work/

　以上、駆け足ながらMOLp®の活動の一

端を紹介させていただいた。我々の素材

や試みが、皆さんにお役に立てるような

気づきや刺激となれば、これに勝る喜び

はない。

素材の魅力を再発見するMOLp®の活動
［期日］ 2022年7月7日（木）　［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

意外性に満ちた
三井化学の歴史

県総合デザインセンターでは、異業種連携による新たなプロジェクト創出を目的と

する未来研究会を開催しています。今年度は、持続可能性の観点から「アップサイク

ル」をテーマに研究活動を進めました。その第1回となる研究会では、松永有理さん

をゲストに迎え、三井化学グループの素材の価値や魅力を再発見していくオープン

ラボの事例についてお話しいただきました。

クリエイティブデザインハブ 未来研究会C R E A T I V E  D E S I G N  H U B

「リジェネラティブ」を
キーワードに

アップサイクルの
様々な試み

人類史と素材

GUEST SPEAKER
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意

図地 像 図像地図

譜

長澤 忠徳 （ながさわ・ただのり）

武蔵野美術大学 学長

1953　富山県生まれ

1978　武蔵野美術大学造形学部基礎デザイン学科卒業

1981　Royal College of Art, London 修士課程修了

　　　　MA（RCA）取得

1984　富山県イメージディレクターに就任（2002年まで）

1986　有限会社長澤忠徳事務所設立、代表取締役就任

1987　国際デザイン・シンクタンクDesign Analysis International 

　　　　Limited（本部ロンドン）設立に参画、ディレクター、日本代表を歴任

1993　東北芸術工科大学デザイン工学部情報デザイン学科助教授に就任

　　　　（1999年退任）

1999　武蔵野美術大学造形学部デザイン情報学科教授に就任、

　　　　現在に至る

2015　武蔵野美術大学学長に就任、現在に至る

2016　Royal College of Artより美術・デザイン教育の国際化を

　　　　先駆的に推進し、世界に影響を与えた功績が認められ、

　　　　日本人初のシニアフェローの称号を授与される

　3月末をもって武蔵野美術大学の学長

職を満了することになった。それと時期

を同じくするように、私の故郷である富

山でデザインについて語る機会をいただ

いたことに感慨を覚える。学長退任後は、

一人の教員として新しい教育体系の導入

にまい進したいと考えている。

　私は富山で生まれ、武蔵野美術大学

を卒業後、ロンドンの大学院大学 Royal 

College of Artで学んだ。今はデザイン

教育に携わっているが、ロンドンから戻っ

てきて以来、日本で最初のデザインコン

サルタントを名乗り、1996年には（一社）

日本デザインコンサルタント協会の創設

に携わったが、その間、「富山県イメージ

ディレクター」として県のイメージアップ、

デザイン振興、活性化などに深く関与する

機会を得た（1984～2002年まで）。今日

「デザイン」は、社会の様々な分野でキー

ワードとして取り上げられているが、富山

県は80年代に、富山・高岡両市がテクノ

ポリスに指定される際、デザインの必要性

を標榜した全国唯一の県だった。ここ富

山の総合デザインセンターはその流れを

受けて1989年（前身は富山インダストリ

アル・デザインセンター）に設立されたも

のだ。

　浪人生活の後に私は武蔵野美術大学の

基礎デザイン学科（Science of Design）

で学んだ。この学科ではいわゆる造形テ

クニックなどを教授するのではなく、デザ

インの基礎となる関連学を学ぶ場だっ

た。デザイン理論の思想・哲学を学び、デ

ザインを科学的方法論として探求するの

である。今日、理系／文系の枠を横断して

学び問題発見・解決能力を育むSTEAM

（スチーム）教育が注目されているが、その

先駆であったと言えよう。

　1978年、武蔵野美術大学を卒業する

際、（公財）日本デザイン振興会が出してい

る雑誌に寄稿する機会を得た。そこで書

いたのが「環境形成（tangibility oriented）

から情況現出（intangibility oriented）

へ」という論で、私にとっての卒業記念宣

言でもあった。それまでデザインがつくる

ものは建築であれ商品であれ環境形成に

資するものであったが、

ソフトウェアなど触れ

ることができないもの

（intangibility）によっ

て新しい世界が構築さ

れていることを重視し、

ハード＆ソフトによっ

て新しい情況を生み出

すことがこれからのデ

ザインだと考えた。「情

況デザイナーになりた

い」と私はその論で宣

言した。デザインとは人

間の思考の根幹にある

ものだと、この頃から

考えていた。この考えをさらに探求してい

くために英国に留学することにした。

　ロンドンの大学院大学 Royal College 

of Artに入学した私は「図の研究」に着手

した。図とは絵でも写真でも文章でもない

もの。様々な図を集め分析し「図の図」とし

てまとめ上げたものが右上図である。地面

を図化したものが地図であり、イメージの

図化が図像であり、楽曲を図化したもの

が図譜。そして意図。「意（WILL）」の文字

は「心（MIND）」と「音（SOUND）」から

成っている。自分の心にある音が意であ

り、意図は、心の音の図りごとで成り立っ

たもの。とすれば、中心にある「図」、すな

わち「図（と）する」ことがデザインではな

いかと考えた。

　我々はデザインをひとつの術（すべ）と

して使い、既存のカテゴリーを超越し文化

になるかもしれないものを社会に装置化

しているわけだが、その行為を何と呼べ

ばいいか。自分たちはそもそもデザイナー

なのかキュレーターなのか？我々のチャレ

ンジをどう定義すればいいのか？そこで

つくり出したのが「Cultural Engineering」

というコンセプトだ。私は自分のことをデ

ザイナーではなく「カルチュラルエンジニ

ア」と称している。

　造形デザイナーがこれからも必要であ

ることは言うまでもないが、今さらに必要

なのは構想力をもって社会に実装してい

くグランドデザイナーだ。それは企業の経

営者であり行政機関の首長や議会かもし

れない。しかしその根底には情況現出を

目指すCultural Engineeringの挑戦志向

が貫かれていなければならないと考える。

　今世界は不確実性が高く将来予測が困

難な「VUCA（Volatility・Uncertainty・

Complexity・Ambiguity）の時代」と言わ

れている。何が問題・課題かすら分からな

いから、解き方自体も新たに開発しなけれ

ばならない。そのような時代に我々は生き

ている。そこで大事なのは「感性（美意識）

と勘の覚醒」だ。これを私は武蔵野美術大

学の市ヶ谷キャンパスの新しい教育体制

がスタートした時「Beyond the rules!」と

いう標語に込めた。創造的思考力の原点

は「心の音」を聞くことにある。これからの

高度デザイン教育は、それが文化になるこ

とを 願 い 物 事 を 社 会 に 装 置 化 す る

Cultural Engineeringによって情況現出

を目指す、そのような人材の育成に挑戦し

ていくことになるだろう。

創造的思考力を育む
高度デザイン教育

［期日］ 2023年2月16日（木）

［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

デザインによるイノベーション創出が叫ばれて久しい現在、産業、社会において、

「デザイン」が担う役割は大きく変化しています。またこれに伴い、企業のデザイン

人材に求められるスキルにも変化が生まれています。

約30年にわたりデザイン教育の現場に携わってこられた、武蔵野美術大学学長の

長澤忠徳氏をゲストにお招きし、これから求められるデザイン人材像と教育の展望

についてお話いただきました。

デザインセミナーD E S I G N  S E M I N A R

D E S I G N  S E M I N A R

私とデザイン

環境形成から情況現出へ

英国留学と「図」の研究

Cultural Engineering

VUCAの時代へ
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佐野 文彦 （さの・ふみひこ）

建築家・美術家

1981年、奈良県生まれ。数寄屋建築の職人として中村外二工務店にて修行後、設計事務

所を経て、デンマーク PP Mobler で家具製作に関わる。2011年に建築からインテリ

ア、プロダクト、現代美術などを製作するFumihiko Sano Studioを設立。2016年文化

庁文化交流使に選出され日本文化と各国の地域文化を融和させるアートプロジェクトを

16ヵ国で実施する。より幅広いクリエイションを行う組織として株式会社アナクロを 

2018年に設立、代表を務める。

数寄屋、もの派、素材、テクノロジー、工芸、地域、民俗などを様々な国や地域で掛け合わ

せ、新しい文化が生まれる「点」を作り活動している。

【受賞歴】

EDIDA 2014 ELLE DECOR Young Japanese Design Talent、2016年度文化庁文

化交流使、FRAME AWARD Emerging Designer of the Year2022 IF DESIGN 

AWARD GOOD DESIGN AWARD等多数

　

　アスリートを目指していたが、その時

思ったのは、引退が早く生涯続けられな

いということ。好きで研鑚し続けられる

仕事とは何なのかを考えていた。その頃

は京都にいて、ずっと気にはなっていた

が、ものすごく入りにくい建物があった。

北大路にある「興石」という場所だった。

ある日思い切って入ってみると、そこは北

欧のヴィンテージ家具の店だった。店の

人に「好きですか？」と聞かれ「詳しくは

ないが美しいと思う」と答えた。そんな会

話の後「アルバイトしないか？」と誘わ

れ、働くことになった。

　働く中でアルネ・ヤコブセンと彼の作で

ある「ラディソンSASロイヤルホテル」を

知った。彼がこのホテルの家具や照明、ド

アノブからカトラリーに至るまで、すべて

のプロダクトをデザインしたことも。そし

て彼は建築家で、建物の設計ももちろん

彼の手によるものだった。「全てのものを

作る事が出来るかもしれない建築家とい

うものになりたい」と思った。

　これも偶然なのだが、家具店「興石」は

数寄屋建築の「中村外二工務店」の関連会

社。当の工務店は興石のビルの裏口を抜

けたところにあった。その施工経歴書に目

を通すと、ジョン・レノン邸やロックフェ

ラー邸、有名料亭旅館、伊勢神宮などの名

前があって驚いた。そこでこの工務店に弟

子入りすることに決めた。18歳の頃のこ

とだ。

　中村外二工務店時代には、住み込みの

大工見習として働き、大徳寺など様々な現

場を経験した。そして年季明けを機に独

立。2か月間の建築を見るヨーロッパへの

旅から帰国し、東京の設計事務所に2年ほ

ど働いた後、自分の事務所を立ち上げた。

　数寄屋とは、草庵風の丸太や土壁など

を取入れた建築様式で、曲がった素材や

竹・草なども取り入れ均一でないムラを楽

しむ空間。その中では客人をもてなすため

に、例えば釣りの魚篭を花器に使用するな

ど本来の用途ではない使い方で新たな美

を想像することが盛んになされた。これ

を「見立て」という。見立てのためには、素

材を見て活かす、そのものの美しさを引き

出す力が必要で、これは現代美術の「もの

派」のスタイルに通じる。私の創作活動の

根本には「数寄屋」「見立て」「もの派」とい

う3つのスタンスがあり、プロジェクトに

よってそれらが濃淡さまざまに交錯する。

　独立後しばらくして、パリで伝統折形

（おりがた）によるラッピング専門店の内

外装を手がける仕事をした。神道において

神への贈り物を提供する包みとして生ま

れた折形には膨大な種類があり、誰にど

んなものを贈るのかによって形状が違っ

てくる。折形はいわば「無言のコミュニ

ケーション」でもある。この日本の伝統文

化をフランスの貴族的な文化の中に提案

したい、というのがクライアントからの依

頼だった。では「日本」らしさとは何か。そ

れは空間を仕切る「結界」の精神と、神社

に象徴される純潔さではないだろうか。そ

こで神社の建材にも使われてきたヒノキ

を内壁に採用し、日本の精神性を表現す

る空間をつくり上げた。これが2012年に

パリに完成した「MIWA」である。

　2016年には文化庁文化交流使に選ば

れ、世界各国を訪問し各地でプロジェクト

を行った。そのひとつがフィリピン・ネグ

ロス島での茶室づくりだ。文化とはその地

域にいくらでもあるありふれたものを洗

練させ使うことだと考えている。そこでヤ

シの木を材料に「茶室」をつくるプロジェ

クトを行った。これは土地土地によって異

なる茶室を現出させる実験であり、どの駅

で降りても同じような街並みが広がる日

本へのオルタナティブでもある。

　横須賀の無人島の岩石群「磐座」の制作

においても、福知山市における古民家「菱

屋」のリノベーションでも、その地域の「素

材」や地元の職人たちが織り成してきた

「技術」をできる限り掬い上げ、活かすこと

を基本姿勢としてきた。プロジェクト

「MIROKU奈良」でも、地元の素材を用い

古代のプリミティブな大らかさを残す「奈

良らしさ」を表現しようとした。

　私は必ず現場の空間に行き、マテリア

ルハンティングから仕事を始める。様々な

材を組み合わせ、周辺の空間との調和を

考えながら、時には材料の制約によって

設計を変えることもある。こうした姿勢は

数寄屋建築の経験によって培われてきた

ものだ。その土地の中にあるものをどう

膨らませるか。それが自分の仕事なのだと

思う。

土地の歴史をつなぐ空間
［期日］ 2023年3月9日（木）　［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

持続可能な社会を前提とした生産と消費のあり方や、人それぞれ異なる個性を受け入れ認め合う関係性。私達の生活を取り巻く

環境は、合理性や効率化を追い求めた時代から大きく変わろうとしています。この変化に沿った新しい価値を見つけるために、今

私達は、これまで築いてきたものに改めて向き合い、「何を残し、変えるのか」を見定める必要があるのではないでしょうか？

数寄屋大工としてのバックグラウンドをもとに新しい日本の価値観の創造を目指している建築家・美術家の佐野文彦氏をゲスト

に迎え、その土地で培われた歴史や文化を、現代の生活へつなぎ直す活動についてお話いただきました。

デザイン講習会D E S I G N  S E M I N A R
D E S I G N  S E M I N A R

GUEST SPEAKER

数寄屋大工

「数寄屋」「見立て」「もの派」

日本らしさ

文化

土地の歴史

「菱屋」

「MIWA」

ヤシの木の「茶室」

「磐座」

「MIROKU奈良」
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6月6日～7月29日

8月10日

10月1日

12月～

12月27日～
2023年2月12日

集中募集期間 ※通年募集

選定委員会の開催

富山プロダクツ選定証交付

富山プロダクツ2022
PRリーフレット発行

富山プロダクツ2022展
（D&DEPARTMENT TOYAMA）

富山県総合デザインセンターでは、富山県内で企画または

製造されている性能、品質及びデザイン性に優れた工業製

品を「富山プロダクツ」として認定する富山プロダクツ選定

事業を毎年開催。

富山ブランドとして国内外に情報発信し、企業の販路開拓

を支援しています。選定商品を生産・販売する企業には、商

品の紹介パンフレット作成や、各種展示会への出品につい

て県が支援を行うほか、共通シンボルマークの使用が認め

られます。

優れた富山ブランドとして
今年度11点を選定

富山プロダクツ
products.toyamadesign.jp

選定商品は
WEBサイトにて
公開しています。

桐山 登士樹 

内田 和美

進藤 仁美

竹澤 敏光

日野 　利

茂木 新之助

岡 雄一郎 

【 選定委員 】

【 スケジュール 】

●委員長

●委員

県総合デザインセンター 所長

令和4年度 富山プロダクツ選定商品 （順不同）

表記数字は、選定番号です。

富山大学芸術文化学部 教授

D&DEPARTMENT TOYAMA 店長

（公財）富山県新世紀産業機構 事務局長

高岡市デザイン・工芸センター 所長

（株）大和 商品企画本部商品部 マネージャー

県総合デザインセンター デザインディレクター

「リラクシス」は自然界に存在するゆらぎを、「和の匠」は古来より使用され
てきた和柄をイメージしています。求められるニーズに合わせ、エクステリ
ア・インテリアでご使用いただけます。

屋外フェンス 

リラクシスシリーズ
【涼風、滝の糸、樹林、せせらぎ、さざなみ、木漏れ日】

和の匠シリーズ
【焼杉、かすり、つむぎ、麻の葉】
（株）竹中製作所

直下圧6トンの耐荷重性能を実証した強靱性、耐食性に優れた確実に停車
できるアルミ鋳物（AC7A）製のカーストッパー。

車止め 

ALDECOR（アルデコール）カーストッパー
C400 ZETTY

（株）高田製作所

378 379

380 381

382 383

384 385

386 387

377

業界初！杉の皮から作った天然染料のインクです。製材過程で生まれる樹
皮は、今まで利用価値が少なく廃棄処分していましたが、不要な素材をアッ
プサイクルして作ったのがこのインクです。

文具 

ひみ里山杉からできた
インク・つけペンセット
岸田木材（株）

食事のシーンにおける要介護者の自立支援（自分で飲食できる）、また介助
者がサポートしやすい食器とカトラリー。さらに、歯ぐきマッサージブラシ
により、お口からの健康を促します。

介護用品 

使っていいね！
シリーズ

（株）リッチェル

「きく」カタチを幾何形体に落とし込んだセルフ
ケア用品。日々の暮らしの中で溜まっている肩こりや、足裏の
疲れなどをやわらげてくれるマッサージアイテム。

セルフケア用品 

KIKACARE（キカケア）
シリーズ

【フットN、ショルダーN、
 ツボシングルN、ハンドN】

（株）リッチェル

ペットを守る丈夫なハードタイプのシングルドア／ダブルドアキャリー。

ペット用キャリー 

キャンピングキャリーファイン
【S、M、ダブルドアS、ダブルドアM】
（株）リッチェル

増加傾向にあるハイクローズ外構に向けた大型のアルミ鋳物・形材ハイブ
リット構造の門扉。

門扉 

ジオグランデ
【1型、2型、3型】
三協立山（株） 三協アルミ社

梁のない屋根枠だけのフラットな水平ラインが特徴の折板カーポート。

カーポート 

ビームス
【N型、S型、W型】
三協立山（株） 三協アルミ社

高度なガラスの曲げ加工技術およびサンドブラスト技術と、洗練されたグ
ラフィックデザインが融合したこれまでにないガラス製のアロマディ
フューザーです。ガラス表面に刻まれた文様にオイルが広がることで香りが
空間に拡散します。富山県産ヒノキの精油をブレンドしたオリジナルエッセ
ンシャルオイルも用意しています。

アロマディフューザー 

KANOHARI
【Arch series、Wave series】
新光硝子工業（株）

しずく型モチーフに様々な色彩の螺鈿を装飾したネックレス。

ネックレス 

RADEN JEWELRY SUI
（有）胡麻嶋商会

小さく揺らめき、涼やかな風に揺れるオブジェ。アロマスプレーを吹き付け
ることで、香りを広げるフレグランススタンドにも。本体を水に浸し窓辺に
配置後、気化熱を活用した自然な涼しさも感じられます。

インテリアオブジェ 

YULA
（有）へちま産業

富山プロダクツ選定事業T O Y A M A  P R O D U C T S
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ナイトフォーラムN I G H T  F O R U M デザイン・ワークショップD E S I G N  W O R K S H O P

1851年のロンドン万国博覧会の収益をもとに、1852年に産業博物館として開館したヴィクトリア・アンド・アルバート博物館（略称

V&A）。世界をリードする芸術とデザインの博物館として広く知られ、収蔵作品は280万点にも上ります。近年ではスコットランドの

ダンディに別館を設け、隈研吾氏が建築設計を担当しました。また上席学芸員としてV&Aの日本の現代工芸部門を長く担ってきた

ルパート・フォークナーさんは、2017年に開催した『国際工芸アワードとやま』でゲストスピーカーを務められた人でもあります。そ

のルパートさんの後任として活躍している山田雅美さんをお呼びして、V&Aとその魅力について語っていただきました。

山田 雅美
Victoria & Albert
Museum 学芸員

1984年、東京都生まれ。ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館、東

洋部日本美術担当学芸員。国際基督教大学卒業後、シティ・ユニバー

シティー・ロンドンにて修士号取得。ロンドンの大手オークション会

社の日本美術部門勤務を経て、2018年より現職。博物館における

担当エリアは、江戸時代の漆芸、根付、浮世絵から日本の現代工芸ま

で幅広く、博物館の設立年より170年間にわたって収集された

48,000点を超える日本美術コレクションを扱う。

　ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館

（V&A）は、ヴィクトリア女王（1819-1901）

とアルバート公（1819-1861）にちなんで

名づけられた。ヒースロー空港から車で約

30分の距離にあるサウス・ケンジントン

地区に立地している。開かれた博物館を標

榜するV&Aは、このエリア以外にもストラ

トフォードのオリンピックパークの近くに

V&A East Storehouseを2024年に、

2025年にはV&A East Museumをオー

プンさせる予定だ。また2018年にはス

コットランド北部の都市ダンディーには隈

研吾氏の設計による分館を開設している。

　V&Aには280万点に上る収蔵物があ

り、145の展示室で公開されている。ラ

ファエロが描いたタペストリーの下絵、

シェイクスピアの戯曲でも触れられている

巨大な天蓋付きベッドといったものから、

ビヨンセ寄贈のパピヨンリングまで膨大

なコレクションがあって、その数は年々増

え続けている。

　V&Aの開設は1852年。前年に開催され

た世界初の万国博覧会の収益を活用し、

産業博物館としてオープンした。初代館長

で万博の開催にも貢献したヘンリー・コー

ル卿は、V&Aの開設にあたって「博物館は

すべての人々にとっての学びの場であるべ

きだ」と述べ、博物館の文化的社会的な教

育機能を重視した。労働者階級―特にモノ

づくりにかかわる人々が高水準の作品を

見ることができるよう夜間での開館をは

じめ、館内に飲食スペースを世界で初めて

設けるなどした。館内のキャスト・コートに

は世界各国の芸術作品や建築物の石膏レ

プリカが展示されているが、それらは海外

旅行ができない労働者が世界の逸品に触

れられるよう企画されたものだ。こうした

精神を受け継ぎ、今日でもV&Aの常設展

示室は入場無料で公開されている。

　日本の工芸品の収集は1852年から始

まった。最初は漆工芸からだった。当時日

本の漆工芸品はヨーロッパの家具作りに

大きな影響を与えており、イギリスの職人

の参考に供する目的からだった。19世紀

代後半になると日本の工芸品は大量に収

蔵されるようになった。そのきっかけと

なったのは1867年に日本が参加したパリ

万博だった。日本から出展された七宝焼や

金工作品、蒔絵などの漆器は大きな衝撃を

与えた。20世紀初頭には、欧州の個人コレ

クターから江戸時代の印籠や根付をはじ

めとする数多くの作品が寄贈され、コレク

ションに加わった。時代は下がり1970年

に東洋部門が設立され、民芸運動の黒田

辰秋の作品やイッセイミヤケの「紙衣」など

新しいタイプの工芸品を日本から購入、収

蔵している。

　1995年はひとつの転機だった。『日本

のスタジオクラフト／伝統と前衛』と題す

る大規模企画展が開催されたのである。そ

れを推進したのが、富山県とも縁のあるル

パート・フォークナーだった。この企画展

によってV&Aは、日本の現代工芸を扱う最

も先進的な博物館としてのプレゼンスを

確立したのである。2015年の日本美術常

設展示室の改装以降、近現代の工芸・クラ

フトの展示スペースを拡充し、近年では、畠

山耕治（金属）、西中千人（ガラス）、石井享

（糸目友禅染）などの作品を収蔵している。

　さらに、「現代の日本をもっと見たい」と

の来場者の声に応え、「カワイイ文化」や家

電製品、日本の作家と海外企業や作家との

コラボレーション作品展示のコーナーを

設けている。例えばオランダのデザインユ

ニットBCXSY（ビクシー）と東京の建具職

人・田中清八氏のコラボによるインテリア

作品や、イッセイミヤケ／リアリティ・ラボ

とイタリア・アルテミデ社が製品化した照

明器具などもそのひとつだ。他にも、時代

を超えたコラボレーションも行っている。

1977年生まれの陶芸作家・増田敏也氏に

V&Aコレクションを見てもらい、インスピ

レーションを得て新たな作品創造に挑む

試みである。増田氏が選んだのは明治の

陶芸作家・宮川香山の「高浮き彫り細工花

瓶」。そのオマージュとして制作された「親

子空爆避難細工花瓶」をコレクションに加

えている。

　日本の現代工芸の魅力は「何世紀にも

わたって受け継がれてきた技法を現代に

活かしている」ところにあり、来場者の注

目もそこにあると思う。ロンドンに来られ

た時には、ぜひV&Aを訪れこれらのコレク

ションを見ていただきたい。

ヴィクトリア・アンド・アルバート
現代工芸作品収集の歩み
ー日本美術コレクションを中心にー

博物館における はじめて、スキルアップ！
デザイン・ワークショップ

GUEST SPEAKER

［期日］ 2023年1月27日（金）

［会場］ トトン

［期日］ 2023年2月3日（金）　［会場］ トトン　［講師］ 室澤 敏晴 （室澤写真事務所 代表）

日本の工芸品とのかかわり
国境と時代を越えた
コラボレーション

公衆へのデザイン啓蒙の場として

ここ富山では「つくりたい」「交流したい」にチャレンジできる注目スポットがぞくぞく生まれています。

今回、家具販売を手がける『米三』がはじめた複合施設『トトン』、県の創業・移住促進住宅『SCOP TOYAMA』を会場に

ワークショップと施設の見学会を開催しました。

デジタルカメラは、撮影後のデータ処理でさまざまな補正ができる便利さ、簡易さがあり

ます。しかし、素材に適した撮影のセッティングがなされていない場合、写真のクオリティ

に大きな影響を与えます。プロのカメラマンが「物撮り」で大切なポイントについて、ガラ

ス、金属など特徴のある素材ごとに実演で指導、解説しました。素材の強調したい部分を

明確にする、ハイライトを決めてからディテールを決める、背景色や素材で高級感や見え

方が変わる、絞りやシャッター速度の関係で被写界深度を調整するなど、すぐに実践でき

るコツを学ぶことができました。また、ソフトウェアによるデータ補正の事例を多数、紹介

いただきました。

レーザーカッターは、熱で材料をカットしたり、材料の表面を彫刻したりすることができ

ます。加工できる材料は紙、プラスチック、木材など多彩。デジタルデータどおりに加工で

きるレーザーカッターはまさにニュー文房具です。今回は、オリジナルのゴム印づくりに

挑戦しました。参加者はレーザーカッターの仕組みの説明を受けたあと、手書きやソフト

ウェアで制作したロゴやイラストのデータを使って、ゴムシートとゴム印の持ち手の彫刻

加工を体験しました。また、県総合デザインセンターのデザイン工房に設置されているさ

まざまなデザインツール（ハイブリッドレーザーカッター、多素材3Dプリンター、UVプリ

ンター等）を紹介し、ものづくりのスキルアップを支援する県の取り組みを説明しました。

デジタルカメラ：物撮りテクニックを学ぼう

［期日］ 2023年2月7日（火）　［会場］ SCOP TOYAMA　［講師］ 堂本 拓哉 （県総合デザインセンター 副主幹研究員）

写真編

工作編
レーザーカッター：オリジナルのゴム印をつくろう
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富山県商品開発研究会

新川・富山相談窓口の開設

デザインプロジェクト推進事業

ITセミナー

デザイン講習会

ナイトフォーラム

機関誌の発行

デザイン雑誌情報

企画委員会

展示会

とやまデザイン・トライアル

成果発表会

成果展示

報告書発行

名称・日時 内容 備考【場所】

2022/7/7

2022/8/8

2022/9/7

2022/9/29

2022/11/9、10

2023/2/28

2023/3/28

2022/4～
2023/3

2022/10/4、5

2023/2/3

2023/2/7

2023/3/9

2023/1/27

未来研究会案内

ミラノサローネデザイントレンド報告

富山デザインコンペティション2022応募作品内覧会
（1次審査)

とやまデザイン・トライアル2022成果発表会

富山デザインコンペティション2022最終審査、授賞式内覧
とやまデザイン会議2022分科会、全体会議 聴講

富山県美術館開館5周年記念 デザインスコープ展 観覧
特別企画：桐山副館長のギャラリートーク

日本インダストリアルデザイン協会 北陸ブロック
クロスセッション「デザインで拓く、北陸の心豊かな未来」 聴講

企業の商品開発や、PR、各種情報にいたるまで、幅広くサポート。
「商品開発についてアドバイスしてほしい」「企業の魅力や商品を
効果的にPRしたい」「商品開発の補助事業を知りたい」といった
様々な要望をもつ県内企業、個人事業者の方を対象に個別相談に
応じるデザイン相談会を開催。

富山県内のデザイン開発支援策として、企業にデザイナーを派遣
し、デザインを軸に魅力ある商品開発プロジェクトを発起させ、県
内のデザイン開発を推進する。

農商工連携事業
「カラフルなオリジナルアクリル卓上POPスタンド作成講座」

「はじめて、スキルアップ！デザイン・ワークショップ」
写真編 デジタルカメラ 物撮りテクニックを学ぼう

「はじめて、スキルアップ！デザイン・ワークショップ」
工作編 レーザーカッター オリジナルのゴム印をつくろう

「土地の歴史をつなぐ空間」

「ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館における現代工芸作品
収集の歩みー日本美術コレクションを中心にー」

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

講師：桐山 登士樹（県総合デザインセンター 所長）
【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【城端別院 善徳寺 北の書院】

【県民会館 304号室】

ゲスト：木田 隆子
（㈱ハースト・デジタル・ジャパン エル・デコ ブランドディレクター）
【県美術館】

ゲスト：桐山 登士樹（県総合デザインセンター所長）ほか
【石川県立図書館 だんだん広場（石川県金沢市）】

〈新川地区〉相談日時：毎月第1金曜日 13：30～16：30
【県魚津総合庁舎 405会議室】
〈富山地区〉相談日時：毎月第2・4金曜日 13：30～16：30
【県民会館 604会議室】

①支援企業：㈱クリエイトダイス
　デザイナー：金森 健司（富山スガキ㈱）
②支援企業：㈲桂樹舎
　デザイナー：成田 吉宣（colm design）
③支援企業：新光硝子工業㈱
④支援企業：㈱ナガエ
⑤支援企業：㈲苗加製作所
　デザイナー：吉田 守孝（ヨシタ手工業デザイン室）
⑥支援企業：㈲へちま産業
　デザイナー：進藤 篤
⑦支援企業／「美のこわけ」日本橋とやま館出展企業：
　㈱GEN FARM 立山、五洲薬品㈱、㈱プロジェクトデザイン
　㈲へちま産業、前田薬品工業㈱、㈱松井機業、㈱やぶうち商会

講師：吉田 絵美（県総合デザインセンター 主任研究員）
【県総合デザインセンター デザイン工房、クリエイティブ・サロン】

講師：室澤 敏晴（室澤写真事務所 代表）
【トトン】

講師：堂本 拓哉（県総合デザインセンター 副主幹研究員）
【SCOP TOYAMA】

講師：佐野 文彦（建築家・美術家)
【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

講師：山田 雅美（Victoria & Albert
 　　 Museum 学芸員）

【トトン】
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名称・日時 内容 備考【場所】

2023/3/24

2022/4/1～
2023/3/31

2022/6/1

2022/8/8

2023/2/17

2022/9/23～
25

2022/6/14～
8/5

2022/8/29～
9/1

2022/9/29

2023/2/16～
3/31

2023/3/24

offer vol.50 2022年度事業報告

日経デザイン、AXIS、confort、ELLE DÉCOR、Casa BRUTUSな
どのデザイン誌を整備し、デザインセンターライブラリーなどで
閲覧するなどの情報提供を行う。

富山県総合デザインセンター及び高岡市デザイン・工芸センター、
㈱能作が連携し、展示室のPR強化に向けた企画・工法・展示室へ
の誘客を図り、県内企業のデザインの取り組みに関する情報発信
を強化し、産業観光の振興を図る。

事業者ヒアリング

第8回企画委員会

第9回企画委員会

「GOOD LIFE フェア2022 健康＆ビューティーPLUS EXPO」

デザイン・トライアルインターンシップ

とやまデザイン・トライアル成果発表会

TOYAMA DESIGN TRIAL 2022展

TOYAMA DESIGN TRIAL 2022 ANNUAL REPORT

委員：大森 渚（㈱オージュ・コンサルティング代表取締役)
　　 梶川 貴子（㈱ウェルネス・アリーナ 代表取締役社長)
　　 廣田 尚子（ヒロタデザインスタジオ デザインディレクター)

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

【東京ビッグサイト（東京都江東区）】

企業：㈱今井機業場
大学：富山大学芸術文化学部

【㈱今井機業場、富山大学、三井アウトレットパーク 北陸小矢部】

受入企業：㈱クリエイトダイス、㈱米三 、三芝硝材㈱、三協立山㈱
田中精密工業㈱、㈱二上、 ㈱宝来社、㈲松本魚問屋
参加者：愛知県立芸術大学（2名）、香川大学（1名）
滋賀県立大学（3名）、多摩美術大学（7名）、富山大学（1名）
福井工業大学（1名）、法政大学（1名）、社会人（1名）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン、受入企業】

【城端別院 善徳寺 北の書院】

【県産業高度化センター 展示室、
オンライン】
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未来研究会

募集

選定委員会

選定証交付

展示会

リーフレット発行

富山デザインブランド販路開拓事業

デザインセミナー

デザインウエーブ開催委員会

富山デザインコンペティション2022

とやまデザイン会議2022

展示会

関連イベント

報告書発行

商品流通支援活動

インターンシップ

農商工連携推進事業

きらめきエンジニア事業

名称・日時 内容 備考【場所】

2022/7/7

2022/10/13

2022/6/10～
7/29

（集中募集）

2022/8/10

2022/10/1

2022/12/27
～2023/2/12

2022/4～
2023/3

2022/12

2023/2/4～
20

2023/2/16

「素材の魅力を再発見するMOLp®の活動」

「素材の魅力とコンテンポラリーデザイン」

県内で企画、製造される品質やデザイン性に優れた工業製品の
認定制度「富山プロダクツ」の公募

応募15社21点された商品の中から8社11点を「富山プロダクツ」
として選定

富山県知事より選定証を交付

「富山プロダクツ2022展」

富山プロダクツ常設展

TOYAMA PRODUCTS
「土地と人の力で育った、富山プロダクツ」

「美のこわけ」プレゼントキャンペーン
「美のこわけ」の公式インスタグラム（＠binokowake）のフォロー＆
＃タグ投稿で商品が抽選で当たるプレゼントキャンペーンを開催

「創造的思考力を育む高度デザイン教育」

ゲスト
松永 有理（三井化学㈱ ESG推進室 カーボンニュートラル戦略グループ）

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

ゲスト：林 登志也、安藤 北斗（we+ inc.）
【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

委員長：桐山 登士樹（県総合デザイセンター 所長）
選定委員
内田 和美（富山大学芸術文化学部教授）
進藤 仁美（D&DEPARTMENT TOYAMA 店長）
竹澤 敏光（（公財）富山県新世紀産業機構 事務局長）
日野 利（高岡市デザイン・工芸センター所長）
茂木 新之助（㈱ 大和 商品企画本部 マネージャー）
岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

選定企業：㈱竹中製作所、岸田木材㈱、㈲胡麻島商会
三協立山㈱三協アルミ社、新光硝子工業㈱、㈱高田製作所
㈲へちま産業、㈱リッチェル

【D＆DEPARTMENT TOYAMA
 GALLERY】

【県産業高度化センター 展示室】

講師：長澤 忠徳（武蔵野美術大学 学長）
【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】
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名称・日時 内容 備考【場所】

2022/5/25

2022/6/20～
8/19

2022/9/7

2022/9/30、
10/7

2022/11/9

2022/11/9

2022/11/10

2022/11/10

2022/12/17～
26

2022/9/23～
25
2022/9/30～
10/2
2022/11/25～
27

2023/2/10

2022/12～

2022/7/4～7

2022/10/7、14

2022/9/20、21

2022/10/4、5

2022/6/22

2021年度報告と2022年度事業計画案の承認

応募登録・作品シート提出
テーマA：くらしをつなぐ／㈱米三
テーマB：プラスチックをいかす／㈱タカギセイコー
テーマC：孔（あな）をあける／㈱クリエイトダイス

1次審査
作品シートによる書類審査
ファイナリスト9名を選出

デザインメンタリング
ファイナリスト作品のブラッシュアップを目的に、企業との意見交
換やデザインメンターによるアドバイスを実施

最終審査・授賞式
ファイナリスト9名によるプレゼンテーションが行われ、公開審査
で各賞を決定

分科会
　分科会A「テーマ：環境資源とアップサイクル」
　分科会B「テーマ：社会システムとデザイン」

全体会議
　基調講演「未来の都市と交通」
　全体会議

視察ツアー

「toyama deisgn wave 2022 デザイン展」

高岡クラフト市場街 2022

富山デザインフェア2022

第62回富山県デザイン展

toyama design wave 2022

富山デザインコンペティション2022課題提出企業と協力しなが
ら、作品の商品化、プロジェクト化を推進

県立高岡工芸高等学校 デザイン・絵画課 生徒4名 受入

デザイン活用実践講座・個別相談会

「自社商品PRのための撮影スタジオ活用講座
（個別）・個別相談会」

「カラフルなオリジナルアクリル卓上POPスタンド作成講座
（個別）・個別相談会」

「商品プロデュース」

【県民会館 701号室】

審査員：秋田 道夫（デザイナー／秋田道夫デザイン事務所代表）
　　　  塚本 カナエ（デザイナー／Kanae design Labo代表）
　　　  桐山 登士樹（県総合デザインセンター所長）
進　行：岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】 

デザインメンター：有田 行男（富山大学芸術文化学部 准教授）
　　　　　　　　 河﨑 圭吾（金沢美術工芸大学 教授）
　　　　　　　　 岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【課題提出企業、県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

審査員：塚本 カナエ（デザイナー／Kanae design Labo代表）
　　　  河﨑 圭吾（金沢美術工芸大学 教授）
　　　  桐山 登士樹（県総合デザインセンター 所長）
進　行：岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【県民会館 304号室】

参加者：34名
【県民会館 302号室・501号室】

講師：森本 章倫（早稲田大学理工学術院 教授）
【県民会館 304号室】

【県総合デザインセンター、㈱能作】

【D＆DEPARTMENT TOYAMA GALLERY】

【高岡市内各所】

【富山市民プラザ、デザインサロン富山】

【富山市民プラザ】

【㈱ウイン・ディー、㈱能作、県総合デザインセンター】

【県民会館 604会議室、県魚津総合庁舎 405会議室】

【県総合デザインセンター デジタル撮影室、クリエイティブ・サロン】

【県総合デザインセンター デザイン工房、クリエイティブ・サロン】

【県立大門高等学校】
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